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一一年年間間ごご支支援援ごご協協力力あありりががととううごござざいいままししたた 

去る３月４日に児童会企画の「６年生を送る会」が行われま

した。６年生から児童会を引き継いだ５年生が、中心になって

一生懸命準備してくれました。１～５年生の６年生への感謝の

気持ちと、後輩に日野小を託す６年生の思いがあふれる会とな

りました。また、この一年間で成長した各学年の子どもたちの

姿が、随所に見られました。 

今日は三学期の終業式。そして明日は卒業式です。お陰様で、

平成２７年度の教育課程が無事修了いたします。 

ああれれかからら５５年年……春春のの訪訪れれににははじじけけるる子子どどもものの姿姿にに想想うう  

 卒業式の練習に取り組む６年生の真剣な眼差し。今年度卒業する６年生が１年生の３月１１

日に東日本大震災、その１３時間後、１２日未明には栄村を中心とする県北部地震がありました。

あれから５年という節目を迎えたわけです。卒業式を目の前にして、５年前の大震災に想いを馳

せずにはいられません。 

この間、様々な復興事業とともに、多くのスポーツ選手が被災地を訪れ、スポーツ教室等の交

流活動を行う支援が、テレビや新聞等で報道されてきました。家族や友を失い、校庭や体育館も

破壊された中、悲しみに暮れ絶望の淵に立たされた子どもたちを励ますことが、精神的な復興へ

の大きなエネルギーとなりました。元気よく遊ぶ子どもたちの姿や笑顔が、東北や栄村で被災し

た人々や地域を勇気づけたと言われています。 

子どもが本来の子どもらしさを取り戻して無邪気

に遊ぶ姿こそが、唯一被災地の希望であり未来で

あったに違いないと思うわけです。 

外に目を移せば、春の日差しを浴びて、校庭や

池の周りを走り回る日野の子どもたちの姿があり

ます。それだけに、本校の子どもたちが、所狭し

と駆け回っていられることの幸せをもう一度噛み

しめなければいけない。そんな思いを強くして、

明日卒業式を迎えることとなりました。 

～児童の安全確保など地域の皆様のご協力に感謝～ 

今年度、夏休み明けから１２月まで、塩川セブンイレブン横の踏切拡幅工事があり、多くの児

童の通学路がこの期間に変更となっておりました。踏切工事に伴って車の交通量に変動があった

ため、区長さんをはじめ地域の方々の働きかけで、通学道路にグリーンベルトを設置してもらう

など、児童の登下校の安全に配慮いただきました。お陰様で、今年度、登下校の際の大きな交通

事故は起こりませんでした。普段の見守りや声がけ等も含め、改めて日野地区の皆様のご支援ご

協力に深く感謝申し上げます。 



また、この工事と並行して、セブンイレブンへの

車の出入口を一部移動していただきました。お店の

方のご理解と地域の方の働きかけによるものです。

国道から車が斜めにお店に出入りできなくなっただ

けでも、児童の歩行中の安全性はだいぶ確保される

ものと思います。これまでの地道な働きかけ等、関

係した地域の皆様に感謝して絶えません。引き続き、

この地点の道路横断や歩行については、十分注意し

ていくよう指導したいと思います。 

今年度最後の参観日  ～学習発表会から見られる子どもの成長～  

 ２月から３月にかけて今年度最後の参観日がありまし

た。（インフルエンザ流行の影響で変更になった学級もあり

ますが）どの学級も一年間の学習活動の成果や成長を学級

の特色を活かして皆様にお伝えできたかと思います。いず

み・ひまわり・めだか学級の学習発表会では、模造紙や写

真・絵図を用いながら、それぞれの児童の「私なり」を発

揮した発表が印象的でした。 

谷川俊太郎の「生きる」という詩の朗読がありました。

自分たちで創った言葉も入れ込みながら、大きな声で暗唱してくれたのです。 

「生きているということ いま生きているということ それはのどが渇くということ 木もれ

陽がまぶしいということ ふっと或るメロディを思い出すということ くしゃみをすること あ

なたと手をつなぐこと  生きているということ いま生きているということ それは…」 

いつの間にか目頭が熱くなるのを感じました。あの子たち

の朗読は、「生きている」という心の叫びでした。「生命」を

感じる朗読でした。もちろん、観に来てくれたお家の方のた

めに精一杯発表するということもありましょうが、誰のため

でもない、自分が感じる詩の世界に浸り込んで、ただひたす

ら朗読するということ。そんな姿に魅せられました。 

保護者の皆様は、学習発表会の最後の参観日において、子

どものどういう動きや発せられた言葉から、お子さんの成長

を感じたでしょうか。 

今年度でお別れする先生方（転任退任職員）の紹介 

 

佐藤 玲子 先生（音楽・家庭科） ご退職     

武田 利江 先生（６年竹組）   高甫小学校 

湯本 泉  先生（１年竹組）   飯山小学校 

小林 稔  先生（２年松組）   小布施中学校 

矢沢 浩子 先生（１年梅組）   旭ヶ丘小学校 

三溝 高洋 先生（めだか学級）  小諸市立水明小学校 

横田 空  先生（教員補助員）  ご退職     

 

在職年数には長短あ

りますが、日野の皆

様には大変お世話に

なりました。ありが

とうございました。 


